
■別紙2：要件一覧（庁内利用）
※「対応可否欄」に対応可能は「○」、カスタマイズ・代替案による対応可能は「△」、対応不可は「×」を記載し、

　△を記載した項目に関しては、技術提案書に詳細を記載すること。

■基本要件

1 基本事項
サービス提供
環境

機器環境
職員・管理者の操作機器環境として、指定する
機器環境に対応すること。

利用環境
・対応デバイス：PC
・対応OS、バージョン：Windows11 21H2以降
・対応ブラウザ、バージョン：Microsoft Edge 94
以降
利用環境においては、Java、ActiveX、.NET
Framework等のプログラムを必要とする（プラ
グイン）か、必要としない（ノンプラグイン）かを
提案書に明記すること。必要とする場合は、業
者において設定を行うこと。

必須

2
ネットワーク
環境

サービスを提供するネットワーク環境及び通信
経路の暗号化について指定する要件に対応す
ること。提案する環境が要件と異なる場合は、
その理由やネットワークセキュリティ面で問題
ないことを示すこと。

利用者にサービスを提供するネットワーク環境
はLGWAN接続系とすること。
LGWAN上の通信経路においては暗号化を行う
こと。協議により、通信環境に対応すること。

必須

3 データ管理

データのバックアップに関して指定する要件に
対応すること。提案する環境が要件と異なる場
合は、その理由やデータセキュリティ面で問題
ないことを示すこと。

データを管理するデータセンターは、日本デー
タセンター協会が定めるファシリティスタンダー
ドの項目がティア3以上のものとする。詳細は
別紙「データセンター要件」に記載。
・バックアップ環境：指定した場合を除き全て日
本国内であること。
・サイクル（間隔）：週次（日曜日）
・保有世代数（保有期間）：４世代（４週間分）

必須

4
サービス提供
時間

指定する時間帯でサービスが利用可能とする
こと。

メンテナンス時間を除き24時間利用できるこ
と。 必須

5 ライセンス数
職員ライセン
ス

職員アカウントライセンスが必要となる場合
は、指定する要件に対応すること。

同時接続は無制限とする。
必須

6
デザイン・操
作性

デザイン・操
作性

表示画面上の項目配置や色使い等、誰もが利
用しやすいユニバーサルなデザインであるこ
と。また、職員にとって、わかりやすい操作性
が確保されていること。

ー 必須

7
情報セキュリ
ティ

システムログ
エラー情報の把握やUI/UXの改善に必要とな
るログ情報を取得すること。

ー 必須

8
アクセス・操
作ログ

管理システムのアクセスログ・操作ログを取得
すること。

アクセスログや操作ログから利用した職員を特
定できること。

必須

9
不正プログラ
ム対策

システム（サービス）の稼働環境及び開発・テ
スト環境においては、コンピュータウィルス等
不正プログラムの侵入や外部からの不正アク
セスが起きないよう対策を講じるとともに、それ
ら対策で用いるソフトウェアは常に最新の状態
に保つこと。

ー 必須

10

システム（サービス）の稼働環境及び開発・テ
スト環境で用いるOSやソフトウェアは、不正プ
ログラム対策に係るパッチやバージョンアップ
など適宜実施できる環境を準備すること。

ー 必須

11 データ移行 ー
現行システム（サービス）で保有するデータを、
新システム（サービス）の初期データとして移
行（登録）すること。

現行システムから移行（登録）するデータは特
記仕様書のとおりとする。

必須

12
サービス終了
時・契約満了
時等の対応

保有データの
提供

サービス開始後に利用者が入力した情報及び
発注者が登録した情報のうち、発注者の情報
管理権限を有する情報（発注者が提供を希望
する情報）については、契約終了時に全て抽
出し発注者に提供可能とすること。

ー 必須

13
保有データの
消去等

サービスを終了若しくはサービス利用契約終
了後は、速やかにシステムから消去し、そのエ
ビデンスの提出や報告を行うこと。

データ消去後に、当該データを保存していた記
憶装置の物理的破壊を行うととももに、そのエ
ビデンスを提出すること。

必須

14
問い合わせ
機能

ー
問い合わせ方法に関する情報が掲載できるこ
と。 ー 必須

no.
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15 統計機能 ー
システム・サービスの運用状況や利用状況を
定期又は任意の時点で集計できること。

システム運用状況は、定期及び任意で以下を
集計できること。
・稼働率
・インシデント発生状況
・問い合わせ実績
サービス利用状況について、定期及び任意で
以下を集計できること。
・現在ログインしているユーザ数
・ログインしたユーザの数
・ユーザ毎のログイン数

必須

16
関係法規制
への対応

ー

サービスの稼働、運用・提供に関係する関係
法規制を遵守するとともに、常に最新動向を把
握し、適宜必要な見直し・改善を実施するこ
と。

ー 必須

17 資格管理
管理側アカウ
ント管理

管理情報 職員用アカウントを登録できること。

システム管理者及びユーザを登録できること。
また、以下のユーザ管理に対応すること。
・IDとパスワードによるユーザ認証
・ユーザ毎の操作権限設定(閲覧、編集等)が
できること。
・ログイン中の端末のうち、一定時間システム
操作がないものを自動ログオフできること。
・窓口業務等に利用するユーザ等、特定の
ユーザが常にログインできる仕組みを有するこ
と。

必須

18
アカウント設
定方法・認証
方法

登録できるユーザー数は指定のとおりとするこ
と。

・登録できるユーザー数に制限のないこと。 必須

19
管理者によるパスワードのリセット（又は再設
定）ができること。 ー 必須

20 アクセス制御

職員アカウントは、所属ごとなどでグループ設
定でき、各グループごとに利用可能な情報の
権限設定を行えること。

ー 必須

■機能要件

1 基本条件
地図の種類・
ライセンス

システムで使用する地図の種類、必要なライセ
ンス数（同時接続数）は指定のとおりとするこ
と。

システムで使用する地図の種類、必要なライセ
ンス数は以下のとおりとする。

2
職員向け機
能

トップページ
トップページ
等

職員向けトップページを設置する。

トップページに表示する内容は、次のとおりと
すること。
システム名称、ヘルプ、問い合わせ先等

3
地図表示機
能

背景図
地形図、航空写真、背景用民間地図等を背景
図として表示できること。また、複数の背景図
の切り替えができること。

ー

4

地形図、背景用民間地図等の元データがベク
タレイヤの背景図については、タイル画像化し
て表示できること。

ー

5 凡例機能
表示中のアイコン等に対する凡例を表示し、表
示・非表示の切り替えができること。 ー

6 地図表示
画面サイズに合わせて地図サイズを自動的に
調整できること。 ー

7
地図クレジットを表示できること。レイヤの表示
状態に合わせて自動的に表示を調整する。 ー

8
表示画面中心に中心を表すマークの表示・非
表示切替ができること。 ー

9
表示中の地図縮尺に対応したスケールバーを
表示できること。 ー

10

異なる施設情報、地図コンテンツ及び背景図
を選択した2種類の地図を同一画面内に並べ
て表示できること。

ー

11
2画面表示した地図画面の同期、非同期を選
択できること。 ー

12
並べて表示した地図について、拡大縮小や移
動等の操作を連動できること。 ー

13
施設情報や地図コンテンツと背景図を重ね合
わせて地図に表示できること。 ー

14
背景図に対し、アイコン等の表示項目の透過
度が設定可能であること。 ー

15 索引図表示

表示中の地図範囲を示した索引図を表示でき
ること。また、索引図の表示・非表示の切り替
えができること。

ー
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16
索引図で指定した場所に地図表示を移動でき
ること。 ー

17
主題情報・シ
ンボル情報

図形情報に対応するポイント（点）、ライン
（線）、ポリゴン（面）を表示できること。 ー

18
図形（アイコンシンボル、線、面）の表示設定
は、複数色、複数種類から選択できること。 ー

19

点レイヤと属性情報で構成されるシンボル情
報を表示できること。また、点レイヤはアイコン
として表示できること。

ー

20
アイコンはシステム標準のものを用意し、追加
できること。 ー

21
属性情報の値に従い、ラベルを地図上に表示
できること。 ー

22
属性情報の値（角度）に従い、ラベルやアイコ
ンを回転してを地図上に表示できること。 ー

23

縮尺に応じて、アイコンのサイズや形状等を変
更せず、画面上で一定のサイズで表示できる
こと。
また、ラベルやアイコンは、縮尺に応じて非表
示にできること。非表示とする縮尺は、アイコン
ごとに設定できること。

ー

24 関連ファイル
施設情報や地図コンテンツに関連ファイルを設
定できること。 ー

25
アイコン、線レイヤ及び面レイヤをクリックする
ことにより、関連ファイルを表示できること。 ー

26
画像ファイルについては、ダウンロードしなくと
も画面上に直接画像を表示できること。 ー

27 拡大縮小
表示地図の縮尺を一定割合で拡大・縮小でき
ること。 ー

28
表示地図領域内でマウス操作により矩形領域
を指定し拡大できること。 ー

29
レイヤごとに、表示する縮尺範囲を指定できる
こと。 ー

30
マウスホイールの操作により地図を拡大・縮小
できること。 ー

31 移動

マウス操作により表示地図の任意の箇所１点
を指定し、指定した箇所を画面の中心に表示
できること。

ー

32
画面上に表示されるボタン等により、地図を任
意の方向に一定割合で移動できること。 ー

33
マウス操作により地図をつかんだようにして移
動できること。 ー

34 レイヤ管理等 レイヤ表示等
線レイヤ及び面レイヤと属性情報で構成され
る地図コンテンツを表示できること。 ー

35
レイヤ単位及び分類単位で表示・非表示の切
り替えができること。 ー

36 属性機能
属性情報設
定

テキスト情報などを属性情報としてアイコン、
線レイヤ及び面レイヤと関連付けて設定できる
こと。（事業者による対応でもよい。）

ー

37
属性情報表
示

地図上のアイコン等を選択することで、属性情
報を表示できること。 ー

38 属性一覧
地図上の地物の属性一覧を表示できること。

ー

39 属性検索
属性一覧画面から地物を検索できること。

ー

40 属性データ型

属性情報として以下のデータ型を設定できるこ
と。
数値、文字列など

ー

41 検索機能 住所検索
住所情報による地図検索ができること。

ー
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42

住所の表記は、全角、半角および英数字、漢
数字、日本語表記、「―」「ー（長音）」による表
示等、想定される住所表記に対して対応できる
こと。

ー

43 目標物検索
目標物による地図検索ができること。

ー

44

キーワード入力による地図検索ができること。
キーワードは文字の部分一致で検索できるこ
と。

ー

45
リスト選択による地図検索ができること。

ー

46 ルート検索
2地点間の最短経路を検索し、地図上に経路
及び距離を表示できること。 ー

47 座標検索
経度・緯度を指定して位置が検索できること。

ー

48 印刷・出力 印刷

画面に表示した地図や施設情報、地図コンテ
ンツを印刷できること。属性情報や凡例をあわ
せて印刷できること。

ー

49

都市計画等一部の地図コンテンツについて、
印刷する際の縮尺を予め指定したものに固定
できること。

ー

50
コピーライトや利用上の注意等、定型文を合わ
せて印刷できること。 ー

51

都市計画等一部の地図コンテンツについて、
印刷する際のレイアウトを予め指定した独自の
様式に変更できること。

ー

52 データ出力
画面に表示した地図や施設情報、地図コンテ
ンツを画像ファイルとして出力できること。 ー

53

CSV等で、地図に表示している地物の属性一
覧を出力できること。また、出力項目等の管理
が可能であること。

ー

54

地図画面に表示した空間データをGIS(Shape、
KML等)、CAD(DXF等)のデータとして出力する
できること。

ー

55 計測
マウス操作により選択した距離、面積の計測
が地図上で行えること。 ー

56
距離及び面積の計測中に縮尺の変更やスク
ロールができること。 ー

57
計測結果が表示されている状態で、印刷や地
図の画像を保存できること。 ー

58 作図機能 作図
地図上に一時的な図形（点・線・面等）を作成
できること。 ー

59
一時的な図形を含めて印刷・画像出力できる
こと。 ー

60
地図上に図形を登録できること。

ー

61
地図上にテキストを追加できること。

ー

62
地図上にアイコン、シンボルを追加できること。

ー

63
作図済の図形を編集できること。

ー

64 属性登録
作図した図形に対して関連する属性を入力し、
付与できること。 ー

65 属性編集
指定した図形に関連付く任意の属性値を編集
できること。 ー

66
GISデータ入
力

Shape形式のGISデータをインポートできるこ
と。 ー

67
KML形式のGISデータをインポートできること。

ー

68
CADデータ入
力

DXF形式のデータをインポートできること。
ー

69
アドレスマッ
チング

住所含む属性情報が入力されているCSVまた
はテキスト形式のファイルをインポートし、地図
上に展開できること。

ー

70
EXIFインポー
ト

座標付き写真画像をインポート、地図上に展
開できること。 ー
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71 管理機能 お知らせ機能
お知らせ、新
着情報の表
示

新着情報や問い合わせ先等の情報を登録で
き、トップ画面等利用者にわかりやすい位置に
表示できること。

ー

72
地図表示機
能

レイヤ表示

線レイヤは、線の種類や太さ、色、透過度等を
変更できること。（事業者による対応でもよ
い。）

ー

73

面レイヤは、枠線や塗りつぶし部分の種類、太
さ、色、透過度等を変更できること。（事業者に
よる対応でもよい。）

ー

74
レイヤの表示順を設定できること。（事業者に
よる対応でもよい。） ー

75
レイヤの色分け表示、ラベル表示を設定できる
こと。（事業者による対応でもよい。） ー

76
グループ・
ユーザー管
理

ユーザ作成
ユーザ情報、グループ情報を追加・編集・削除
できること。 ー

77 レイヤ管理
レイヤの利用権限、属性権限、情報公開レベ
ル等を設定できること。 ー

78 ログ管理

システムへのログインユーザの状況の確認及
び、システム操作を記録(クライアントIPアドレ
ス、操作内容とその日時等)できること。

ー

79 ユーザ認証
ID・パスワードによりログインユーザを認証し、
システム利用者を識別できること。 ー

80
既存のユーザ管理システムとの連携によりシ
ングルログインできること。 ー

81 アクセス管理 アクセス制限
ログインユーザにより、利用可能な機能及び
データを制限できること。 ー

82
セッション管
理

システムの同時利用者を管理し、最大利用者
数を制限できること。 ー

83 優先ログイン
特定のユーザが常にログインできること(優先
ユーザの設定)。 ー

84 タイムアウト
タイムアウト時間を設定できること。

ー

85 その他
路線・施設検
索

路線検索
登録済の路線の情報を条件指定して検索でき
ること。 ー

86 踏切検索
登録済の踏切の情報を条件指定して検索でき
ること。 ー

87 区間検索
登録済の区間の情報を検索できること。

ー

88 調書管理 調書閲覧
選択した路線に対応した調書を閲覧できるこ
と。 ー

89 調書出力
選択した路線に対応した調書を出力できるこ
と。 ー

90
統括調書出
力

1属性単位ではなく、全体にかかる調書を出力
できること。 ー
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